
シャビーシック風アクセサリーボックス

シャビーシック風アクセサリーボックス
蝶番を締める時は木箱が割れないよう力加減に注意してください。
塗料をわざと粗めに塗ることによって、使い込まれたアンティーク風の雰囲気になります。

ケースを組み立てます。
アラベスクフォトフレーム背面の爪を
プラスドライバーで全て取り外し、
フレームのみの状態にします。

フタ部分
透明窓

枠 元の位置に
はめ込む

爪楊枝

ボンド

AのスポンジにAのフェルトをたるまないように
巻きつけます。フェルトの両端に木工用ボンドを
薄く塗り、スポンジに貼り付け乾燥させます。

アクセサリー収納クッション部分を作ります。　　
フェルトとメラミンスポンジを下記サイズに、はさみとカッターナイフでカットします。

切り離した枠部分に爪楊枝を使用して木工用
ボンドを薄く塗り、インテリアコレクションケース
本体にはめ込んで接着し、乾燥させます。

水性塗料でケース全体を白色に
塗装し、乾燥させます。

樹脂粘土を丸めて、枠の内側に飛び
出た蝶番のネジ先端を埋めます。
余った樹脂粘土はラップに包み保管
します。

フォトフレームとケース側面に蝶番を
2箇所取り付けます。目打ちで仮穴を
開けてから力加減に注意し、プラスド
ライバーで左右均等にゆっくりと締め
ます。

インテリアコレクションケースのフタを外します。
透明窓部分と枠部分の付け根にカッターで
切り込みを複数回入れ、丁寧に切り離します。

フォトフレーム

ケース

爪４箇所分

塗る方向を一定にすると
綺麗に仕上がります。
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樹脂粘土

A
B

C C C C

Cのフェルトは4枚分
カットします。

フェルト メラミンスポンジ

ボンド

全体量の約1/6
の大きさ

A
B

1個
1個
1袋
1袋
1箱
1袋
1袋
1本
1本
1本

アラベスクフォトフレーム  S  シャビーシック
インテリアコレクションケース  スライドフタ
洗えるカラーフェルト 60cm × 60cm  ベージュ
蝶番22mm6P 古色仕上げ
プッシュピン折釘風1.1cm5P
水ピカ！メラミンスポンジビッグタイプ
樹脂粘土 40g 白
ローズブッシュ アンティーク
水性塗料スノーホワイト80ml
ハケ多用途用 金巻筋違 30mm

プラスドライバー・カッターナイフ・カッターマット・
木工用ボンド・爪楊枝・目打ち・ラップ・はさみ・
クリアファイル・ティッシュペーパー・絵の具（金色）

縦：約15cm　横：約12cm　奥行き：約6.5cm
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アンティーク風塗装のコツ
少量の塗料をわざと掠らせながら
薄く塗り重ねていくと、木製の良さ
を活かしたアンティークのような
風合いが出ます。



クリアファイル樹脂粘土

花１輪につき
7~8枚分の花びらを作ります。

BのスポンジにBのフェルトをたるまないように
巻きつけます。フェルトの両端に木工用ボンド
を薄く塗り、スポンジに貼り付け乾燥させます。

ローズブッシュの花、葉の部分を残し、
茎をはさみでカットします。

Cのフェルトをくるくると巻き、直径1.5cm程度
の円柱を作ります。フェルト端に木工用ボンド
を薄く塗り、固定します。これを4個作ります。

A、B、Cのパーツを　　　で作成したケース内
の下記の場所に配置します。
Cはフェルト端部分に木工用ボンドを薄く塗り、
Bの上に並べて配置します。

バラが乾燥したら、お好みでティッシュ
ペーパーに金色の絵の具を少量付けて
バラの花びらを軽く擦り、アンティーク
風になるよう着色します。

装飾用パーツを作ります。

シャビーシック風アクセサリーボックス

ローズブッシュと樹脂粘土のバラをケースの
隙間にバランス良く配置し、クッション部分の
上部にプッシュピン折釘風を刺して完成です。

　　　　　で保管していた樹脂粘土で、花一輪分につき7~8枚ずつ
薄い円形に整えて花びらを作り、クリアファイルにのせます。
花びらの直径を2~3cmの大きさに整え、花びらを1枚くるくる巻いて
芯を作り、芯に花びらを巻き重ねて成形します。
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ティッシュペーパー

花びらの巻き方
先に巻いた粘土の巻き終わり
から、次の粘土を少しずらして
巻き始めると、花びらの
ボリュームが均等になります。

ピンや花のレイアウト
お手持ちのアクセサリーの
サイズ等に応じてプッシュピン
の位置は変更可能です。
飾る花は季節や気分に応じて
お好みで選んで下さい。


